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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】平成26年7月24日(2014.7.24)

【公表番号】特表2011-521635(P2011-521635A)
【公表日】平成23年7月28日(2011.7.28)
【年通号数】公開・登録公報2011-030
【出願番号】特願2011-511111(P2011-511111)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｑ   1/68     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｑ   1/68    　　　Ａ
   Ｃ１２Ｎ  15/00    　　　Ａ

【誤訳訂正書】
【提出日】平成26年6月3日(2014.6.3)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
（ａ）染色体異常に関連するヌクレオチド配列を検出する第一分子プローブ、
（ｂ）二本鎖ヌクレオチド配列を変性させるための少なくとも一種の極性非プロトン溶媒
、及び
（ｃ）ハイブリダイゼーション溶液
を含有するハイブリダイゼーション組成物であって、
　前記極性非プロトン溶媒は環状基本構造を有し、前記極性非プロトン溶媒はラクトン、
スルホン、サルファイト、及び／又はカーボネートである
ハイブリダイゼーション組成物。
【請求項２】
　染色体異常が、異数性、潜在的切断点、挿入、逆位、欠失、複製，遺伝子増幅、再編成
、又は転位置である請求項１に記載のハイブリダイゼーション組成物。
【請求項３】
　第一分子プローブが、ＡＬＫ、ＢＣＬ２、ＢＣＬ３、ＢＣＬ６、ＢＣＬ１０、ＢＣＬ１
２、ＢＣＲ、ＣＣＮＤ１、Ｅ２Ａ、ＥＧＦＲ、ＥＴＶ６、ＦＩＰ１Ｌ１、ＨＥＲ２、ＩＧ
Ｈ、ＩＧＫ、ＩＧＬ、ＭＡＬＴ１、ＭＬＬ（ＡＬＬ－１、ＨＴＲＸ１、ＨＲＸ）、ＭＹＣ
（ｃ－Ｍｙｃ）、ＰＡＸ５、ＰＤＧＦＲＡ、ＰＤＧＦＲＢ、ＳＩＬ、ＴＣＦ３（Ｅ２Ａ、
ＩＴＦ１）、ＴＣＬ１Ａ、ＴＣＲＡＤ、ＴＣＲＢ、ＴＣＲＧ，テロメア、ＴＬＸ１、ＴＬ
Ｘ３（ＨＯＸ１１Ｌ２、ＲＮＸ）、又はＴＯＰ２Ａを検出する請求項１又は２に記載のハ
イブリダイゼーション組成物。
【請求項４】
　第一分子プローブが、ｔ（１；１４）（ｑ３４；ｑ１１）、ｔ（１；１９）（ｑ２３；
ｐ１３）、ｔ（２；５）、ｔ（２；１８）（ｑ１２；ｑ２１）、ｔ（２；８）、ｔ（４；
１１）、ｔ（４；１１）（ｑ２１；ｑ２３）、ｔ（６；１１）（ｑ２７；ｑ２３）、ｔ（
７；２２）（ｐ２２；ｑ１２）、ｔ（８；１４）、ｔ（８；２２）、ｔ（９；１１）（ｐ
２２；ｑ２３）、ｔ（９；２２）（ｑ３４；ｑ１１）、ｔ（１０；１４）（ｑ２４；ｑ１
１）、ｔ（１１；１４）、ｔ（１１；１４）（ｐ１３；ｑ１１）、ｔ（１１；１９）（ｑ
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２３；ｐ１３）、ｔ（１４；１８）（ｑ２３；ｑ２１）、ｔ（１４；１８）、ｔ（１８；
２２）（ｑ２１；ｑ１１）、及びｔ（２１；２２）（ｑ２２；ｑ１２）から選択される染
色体異常を検出する請求項１又は２に記載のハイブリダイゼーション組成物。
【請求項５】
　第二分子プローブを更に含有し、該第二分子プローブが第一分子プローブで検出される
ものと別の又は同じ染色体異常に関連するヌクレオチド配列を検出するためのものである
か、又は第二分子プローブが正常参照ゲノムを検出する参照プローブである請求項１から
４の何れか一項に記載のハイブリダイゼーション組成物。
【請求項６】
　第一分子プローブ及び／又は第二分子プローブが、一又は複数の潜在的切断点に隣接し
又はその内部の配列を検出する請求項１から５の何れか一項に記載のハイブリダイゼーシ
ョン組成物。
【請求項７】
　分子プローブが標識を更に含む請求項１から６の何れか一項に記載のハイブリダイゼー
ション組成物。
【請求項８】
　ハイブリダイゼーション組成物中の極性非プロトン溶媒の濃度が、１（ｖ／ｖ）％から
９５（ｖ／ｖ）％の範囲であるか、又は１０（ｖ／ｖ）％から２０（ｖ／ｖ）％の範囲で
ある請求項１から７の何れか一項に記載のハイブリダイゼーション組成物。
【請求項９】
　極性非プロトン溶媒が、１７．７ＭＰａ１／２から２２．０ＭＰａ１／２の範囲の分散
溶解度パラメータ、１３ＭＰａ１／２から２３ＭＰａ１／２の範囲の極性溶解度パラメー
タ及び３ＭＰａ１／２から１３ＭＰａ１／２の範囲の水素結合溶解度パラメータを有する
請求項１から８の何れか一項に記載のハイブリダイゼーション組成物。
【請求項１０】
　極性非プロトン溶媒が、

（ここで、ＸがＯであり、Ｒ１がアルキルジイルである）、及び

（ここで、Ｘは存在せず、
　ＺはＯ又はＳから選択され、
　Ａ及びＢは独立してＯ又はＳ又はアルキルジイルの一部であり、
　Ｒはアルキルジイルであり、
　ＹはＳ又はＣである）
から選択される請求項１から９の何れか一項に記載のハイブリダイゼーション組成物。
【請求項１１】
　極性非プロトン溶媒が
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からなる群から選択される請求項１から１０の何れか一項に記載のハイブリダイゼーショ
ン組成物。
【請求項１２】
　少なくとも一種の極性非プロトン溶媒、デキストラン硫酸及び緩衝剤を含有する請求項
１から１１の何れか一項に記載のハイブリダイゼーション組成物。
【請求項１３】
　１５（ｖ／ｖ）％の少なくとも一種の極性非プロトン溶媒、２０（ｗ／ｖ）％のデキス
トラン硫酸、６００ｍＭの塩化ナトリウム、及び１０ｍＭのクエン酸バッファー（ｐＨ６
．２）を含有する請求項１から１２の何れか一項に記載のハイブリダイゼーション組成物
。
【請求項１４】
　請求項１から１３の何れか一項に記載のハイブリダイゼーション組成物を含む、インサ
イツハイブリダイゼーション用キット。
【請求項１５】
　少なくとも一の分子プローブを検出し、染色体ＤＮＡ中における染色体異常の存在を決
定するインサイツハイブリダイゼーション方法において、
－　染色体ＤＮＡ中の標的にハイブリダイズする少なくとも一の分子プローブを提供し、
－　染色体ＤＮＡを提供し、
－　二本鎖ヌクレオチド配列を変性させるための、少なくとも一種の極性非プロトン溶媒
を含有するハイブリダイゼーション組成物を提供し、
－　分子プローブ、染色体ＤＮＡ及びハイブリダイゼーション組成物を、標的に分子プロ
ーブをハイブリダイズさせるために少なくとも十分な時間の間、組合わせ、及び
－　標的を検出する
ことを含む方法であって、
　前記極性非プロトン溶媒は環状基本構造を有し、前記極性非プロトン溶媒はラクトン、
スルホン、サルファイト、及び／又はカーボネートである、方法。
【請求項１６】
　前記ハイブリダイゼーション組成物が少なくとも一の分子プローブを含有する、請求項
１５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記ハイブリダイゼーション組成物が請求項１から１３の何れか一項に定義のものであ
る、請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　ハイブリダイゼーション工程が８時間未満、又は１時間未満、又は３０分未満を要する
請求項１５から１７の何れか一項に記載の方法。
【請求項１９】
　染色体異常に関連する先天性遺伝子疾患、癌、又は感染の診断を補助する方法であって
、
－　患者からの組織試料を提供し、ここで、組織試料は核酸配列を含み、及び
－　請求項１５から１８の何れか一項に記載の方法に従って、染色体異常が核酸配列中に
存在するかどうかを決定すること
を含む、方法。
【請求項２０】
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　請求項１から１３の何れか一項に記載のハイブリダイゼーション組成物の、染色体異常
に関連するヌクレオチド配列を検出するためのハイブリダイゼーションアッセイにおける
使用であって、前記ハイブリダイゼーション組成物は、１（ｖ／ｖ）％から９５（ｖ／ｖ
）％の少なくとも一種の極性非プロトン溶媒を含有する、使用。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２９】
　本発明の一態様によれば、本発明において使用される適切な極性非プロトン溶媒は環状
化合物である。環状化合物は環状基本構造を有する。例にはここに開示された環状化合物
を含む。他の実施態様では、極性非プロトン溶媒は以下の式１－４から選択されうる：

ここで、ＸはＯであり、Ｒ１はアルキルジイルである。
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